
今年度は自然災害やコロナウイルスによる影響で休校や活動自粛
など心労が絶えませんでしたね。それを忘れさせるような、麗らかな春の日差し
が心地よい今日このごろ、皆さま、お変わりございませんか？私は体がついてい
けず、まだ冬眠状態ですが、時折の春の日差しを浴びて目覚めようとしています
（笑）今年度もご愛読いただきありがとうございました。（千葉弘）
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▲踊りでつながる皆さんとの絆 ▲地域に笑顔と元気をお届けします

　「チャイルドシート無償譲渡事業」を通じ、チャイ
ルドシートを譲り受けた方より寄せられたメッセー
ジをご紹介します！

　『おかげさまで、無事に里
帰りをすることができまし
た。空港からの帰りにさっ
そく使わせていただきまし
た。とても立派なもので、大
切に使わせていただきたい
と思います。』

善意から生まれた笑顔☆彡
　登米市社協のマスコットキャ
ラクター「ふくまる」の着ぐるみ
が完成しましたので報告いたし
ます。
　令和３年度から事業等で使用
できるように、只今、取扱説明書
等を作成しておりますので、広
く皆さまにお披露目になるのは
４月以降になると思います。
　ぜひ、地域の行事に呼んでい
ただければと思いますので、よ
ろしくお願いいたします。
　詳しくは、ホームページ、
Facebook等でもお知らせして
いきたいと思いますので、ご覧
ください。

登米市社協『ふくまる』デビューします！

▲石越町出身で現在は奈良県にお住まいの梶尾 怜様より
　メッセージをいただきました。（写真は長男の欣平くんです☆）

『美味しかったよ♪　サバ缶のスペイン風オムレツ』
　昨年２月、私の地区で開催された「地域はつらつ教室」
の様子をご紹介したいと思います。まさかその後、４月に
国内で緊急事態宣言が発令されるとは思いませんでした。
　今振り返ると、コロナ禍に翻弄される１年でした。当日
は、保健師さん、栄養士さん、社協の方にお越し頂き、地

区から１３名に参加して頂きました。「笑顔で健康に生きるには～みんなで語
ろう健康の秘訣～」について講話を頂き、タオルを使用し、いきいき体操とめ
「３６５のマーチ」に合わせて身体を温める事が出来ました。その後、皆さん
が毎回楽しみにしていた試食（サバ缶のスペイン風オムレツ）を手際よく調理
しました。炊き立てのご飯、具沢山にし減塩した豚汁、日本に居ながらサバ缶
で手軽に作れるスペイン風オムレツを試食し、とても美味しかったです。
　先日、福島県沖震度６強の地震がありました。今月で東日本大震災から１０
年目になります。大変なご時世ですが心と体を元気に皆さんで過ごしましょう。

（中田町 千葉　孝一）

　私たち翔乃流「笑楽の会」は、市内の様々な行事などで舞踊をとおして皆さんに笑顔と元気を届ける活動
を６名のメンバーで行っています。
　地域にお招きいただき、皆さんとの交流や踊りを楽しんでいただけること、感謝の言葉をいただけること
が私たちにとって何よりの喜びであり生きがいにもなっています。
　今はまだ新型コロナの影響もあり、直接お会いできる機会も少なくなっていますが、私たちの踊りで地域
の皆さんに元気や笑顔をお届けできる日を楽しみにしています。

ご紹介しますご紹介します！ご紹介します！ご紹介します！

この広報には皆様の会費と赤い羽根共同募金
配分金の一部が使われております。
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翔乃流『笑楽の会』
　　　　　　（津山）
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▲真剣に調理自習しているね☆

▲皆でいきいき体操～！
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作

　

・
中
田
中
学
校
３
年　

八
乙
女　

春　

花

　

・
米
山
中
学
校
２
年　

山　

本　

龍　

和

《
標
語
》

■
小
学
校
の
部

最 

優 

秀 

賞

　

・
加
賀
野
小
学
校
５
年　

吉　

村　

晴　

翔

優　

秀　

賞

　

・
佐
沼
小
学
校
３
年　

熱　

海　

光
志
朗

　

・
米
川
小
学
校
２
年　

及　

川　

琉　

斗

佳　
　
　

作 

　

・
登
米
小
学
校
２
年　

佐
々
木　

優　

羽

　

・
米
川
小
学
校
２
年　

青　

山　

昂　

誠

■
中
学
校
の
部

最 

優 

秀 

賞 

　

・
南
方
中
学
校
２
年　

倉　

繁　

美　

海

優　

秀　

賞

　

・
米
山
中
学
校
１
年　

岡　

崎　

優　

香

　

・
南
方
中
学
校
２
年　

佐
々
木　

琉　

偉

佳　
　
　

作

　

・
米
山
中
学
校
１
年　

奥　

山　

弘　

祐

　

・
津
山
中
学
校
１
年　

大　

森　

晴　

仁

《
ポ
ス
タ
ー
》

■
小
学
校
の
部

最 

優 

秀 

賞

　

・
東
郷
小
学
校
４
年　

千　

葉　

美　

郁

優　

秀　

賞

　

・
佐
沼
小
学
校
４
年　

鈴　

木　

有　

那

　

・
南
方
小
学
校
１
年　

大
久
保　

星　

那

佳　
　
　

作 

　

・
佐
沼
小
学
校
５
年　

熊　

谷　

璃　

緒

　

・
登
米
小
学
校
２
年　

平　
　
　

壮　

汰

■
中
学
校
の
部

最 

優 

秀 

賞 

　

・
東
和
中
学
校
３
年　

後　

藤　

玲　

奈

優　

秀　

賞

　

・
登
米
中
学
校
３
年　

猪　

股　

海　

莉

　

・
登
米
中
学
校
３
年　

木　

村　

あ
ず
さ

佳　
　
　

作

　

・
登
米
中
学
校
３
年　

小　

川　

柚　

菜

　

・
東
和
中
学
校
３
年　

上　

野　

花　

恋

《
書
道
》

■
小
学
校
低
学
年
の
部

最 

優 

秀 

賞

　

・
佐
沼
小
学
校
３
年　

佐
々
木　

楠　

乃

優　

秀　

賞

　

・
加
賀
野
小
学
校
２
年　

坂　

井　

悠　

恭

　

・
南
方
小
学
校
３
年　

千　

葉　

虹　

和

佳　
　
　

作 

　

・
米
谷
小
学
校
２
年　

千　

葉　

陽
菜
乃

　

・
米
川
小
学
校
１
年　

須　

藤　

未　

帆

■
小
学
校
高
学
年
の
部

最 

優 

秀 

賞 

　

・
米
谷
小
学
校
４
年　

千　

葉　

心
璃
愛

優　

秀　

賞

　

・
佐
沼
小
学
校
５
年　

佐
々
木　

稜　

仁

　

・
浅
水
小
学
校
６
年　

髙　

橋　
　
　

航

佳　
　
　

作

　

・
佐
沼
小
学
校
５
年　

髙　

橋　

彩　

花

　

・
米
谷
小
学
校
５
年　

千　

葉　

愛
美
璃

　

・
東
郷
小
学
校
６
年　

澁　

谷　

直　

輝

■
中
学
校
の
部

最 

優 

秀 

賞 

　

・
中
田
中
学
校
２
年　

田　

口　

栞　

里

優　

秀　

賞

　

・
佐
沼
中
学
校
１
年　

佐
々
木　

仁　

楠

　

・
中
田
中
学
校
２
年　

菊　

田　

桔　

平

佳　
　
　

作

　

・
南
方
中
学
校
３
年　

千　

葉　

雄　

翔

　

・
中
田
中
学
校
３
年　

野　

家　
　
　

遥

　

・
中
田
中
学
校
３
年　

熊　

谷　

帆
乃
佳

　

今
年
度
も
市
内
の
小
・
中
学
生

を
対
象
に
し
た
「
令
和
２
年
度
福

祉
ふ
れ
あ
い
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
１
，
０
４
０

点
も
の
作
品
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
２
月
１４
日
に

開
催
予
定
で
あ
っ
た
「
登
米
市
地

域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
席
上
に

お
い
て
表
彰
式
を
行
う
予
定
で
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
考
慮
し
、
表
彰
式

典
は
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

各
部
門
に
お
か
れ
ま
し
て
、
入

選
さ
れ
た
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

福祉ふれあい作品
コンクール入賞者表彰
福祉ふれあい作品
コンクール入賞者表彰
福祉ふれあい作品
コンクール入賞者表彰
福祉ふれあい作品
コンクール入賞者表彰
福祉ふれあい作品
コンクール入賞者表彰

『
ぼ
く
の
ス
ー
パ
ー
お
ん
ち
ゃ
ん
』

『
我
が
家
の
ス
ー
パ
ー
マ
ン
』

ぴ
い
ち
ゃ
ん
の

　

手
を
と
り
ぼ
く
が

　
　
　
　

つ
え
が
わ
り

食
卓
に

　
　

か
か
せ
ぬ
一
品

　
　
　

み
ん
な
の
笑
顔

▲本会遠藤会長が各学校にて表彰
を行わせていただきました。
(写真は中田中学校での表彰の様子）

入選された全て
の作品はホーム
ページからご覧
頂けます。
《登米市社協　
ホームページ》
http://www.-
tome-shakyo.jp/

お知らせ



２３

◆
登
米
市
社
協
会
長
表
彰

■
社
会
福
祉
協
議
会
功
労
表
彰

【　

迫　

】

・
齋　

木　

和　

子

・
冨
士
原　

赫　

子

・
高　

橋　

次　

郎

・
遊　

佐　

啓　

一

・
佐　

藤　

幸　

枝

・
石　

川　
　
　

良

【
登　

米
】

・
末　

永　

正　

義

・
菅　

原　

和　

夫

・
伏　

見　

昭　

弘

【
東　

和
】

・
及　

川　

真
津
美

【
中　

田
】

・
岩　

渕　

吉　

郎

・
田　

島　

幹　

雄

・
牧　

野　

秋　

夫

・
佐　

藤　

智
恵
子

・
小
野
寺　

と
も
え

・
三　

浦　

株　

枝

・
佐
々
木　

や
ゑ
子

・
三　

浦　

テ
ツ
子

・
石　

川　

ク
ニ
子

・
三　

浦　

節　

子

・
佐
々
木　

か
つ
み

・
畑　

山　

信　

子

・
松　

井　

美　

和

・
斉　

藤　

登
代
子

・
瀬　

戸　

栄　

典

【
豊　

里
】

・
髙　

橋　

正　

昭

・
西　

條　

俊　

文

・
加
美
山　

き
よ
ゑ

【
米　

山
】

・
及　

川　

み
よ
子

【
石　

越
】

・
阿　

部　

雅　

昭

・
村　

上　

昭　

一

・
佐
々
木　

孝　

夫

【
南　

方
】

・
佐
々
木　

靜　

子

【
職　

員
】

・
菅　

原　

洋　

子

・
深　

堀　

清　

子

・
佐
々
木　

弘　

子

・
大
立
目　

さ
と
え

■
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
表
彰

【　

迫　

】

・
加
賀
谷　

洋　

三

■
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
功
労
表
彰

【　

迫　

】

・
髙　

橋　

永　

喜

・
髙　

橋　

兵　

衞

・
太　

田　

若　

男

【
登　

米
】

・
大　

庭　

淳　

子

・
高　

橋　
　
　

弘

【
東　

和
】

・
及　

川　

元　

子

【
中　

田
】

・
千　

葉　

清　

範

【
豊　

里
】

・
佐　

藤　
　
　

勉

【
米　

山
】

・
菅　

原　

道　

孝

【
南　

方
】

・
佐
々
木　
　
　

衛

・
鈴　

木　

節　

子

・
南
方
町
一
ノ
曲
老
人
ク
ラ
ブ

【
津　

山
】

・
佐
々
木　

繁　

治

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
表
彰

【　

迫　

】

・
頓　

所　

啓　

子

・
佐　

藤　

信　

男

・
石　

川　
　
　

実

・
北　

浦　

敏　

江

【
登　

米
】

・
北　

條　

千
代
子

・
佐
々
木　

喜
代
子

・
柴　

田　

洋　

子

【
中　

田
】

・
高　

橋　

き
く
子

・
浅　

野　

喜
代
子

【
豊　

里
】

・
志　

賀　

惇　

子

【
米　

山
】

・
後　

藤　

幸　

子

・
境　

野　

と
も
子

・
芦　

田　

節　

子

・
小　

林　

英　

敏

・
大　

友　

孝　

一

・
菅　

原　

け
い
子

・
千　

葉　

春　

利

【
石　

越
】

・
岩　

渕　

俊　

勝

・
川　

嶋　

敦　

子

・
小　

野　

得　

子

【
南　

方
】

・
星　
　
　

友　

雄

【
津　

山
】

・
菅　

野　

あ
け
み

・
福　

田　

哲　

子

・
志　

賀　

さ
な
え

・
須　

藤　

和　

子

・
阿　

部　

充　

子

■
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
功
労
表
彰

【　

迫　

】

・
頓　

所　

啓　

子

■
遺
族
会
功
労
表
彰

【　

迫　

】

・
伊　

藤　

節　

夫

・
星　
　
　

勘　

司

・
伊　

邉　

正　

夫

・
大　

場　

み
さ
ほ

・
佐
々
木　

仁　

一

・
冨
士
原　

渓　

子

【
中　

田
】

・
羽　

生　

信　

夫

・
千　

葉　

文　

麿

・
千　

葉　

節　

子

【
南　

方
】

・
大　

内　

靖　

子

■
障
が
い
者
協
会
功
労
表
彰

【　

迫　

】

・
佐　

竹　

友　

雄

【
東　

和
】

・
菅　

原　

洋　

二

■
母
子
福
祉
会
功
労
表
彰

【　

迫　

】

・
末　

永　

チ
エ
子

・
沼　

倉　

す
え
子

・
鈴　

木　

み
つ
こ

【
南　

方
】

・
柴　

田　

栄　

子

・
田　

口　

艶　

子

◆
登
米
市
社
協
会
長
感
謝
状

■
篤
志
寄
付
感
謝
状

【　

迫　

】

・
伊　

藤　

成　

子

・
㈱
清
建

・
新
田
婦
人
会

・
㈱
メ
ガ
ネ
の
相
沢

・
登
米
法
人
会
女
性
部
会

■
特
別
会
費
篤
志
納
付
感
謝
状

【　

迫　

】

・
鈴　

木　
　
　

満

・
渡　

邉　

正　

子

・
菅　

原　

盛　

家

・
み
や
ぎ
登
米
農
業
協
同
組
合

・
佐
々
木
鐵
工
㈱

・
高
橋
新
聞
店

【
中　

田
】

・
み
う
ら
眼
科
医
院

・
み
う
ら
コ
ン
タ
ク
ト

・
ミ
ナ
ト
精
工
㈱
宮
城
工
場

・
日
蓮
宗
妙
榮
山　

長
光
寺

・
曹
洞
宗
石
森
山　

安
永
寺

・
三
浦
消
化
器
内
科

・
㈲
中
田
総
合
企
画

・
㈱
割
烹
く
ま
が
い

・
㈱
市
民
葬
祭
誠
香
社

【
豊　

里
】

・
豊
味
寿
司

・
㈲
か
ど
や
石
油
店

【
米　

山
】

・
長
嶋
Ａ
Ｖ
サ
ー
ビ
ス

・
㈲
藤
丸
工
業

・
㈲
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
サ
サ
キ

・
㈲
佐
鋼
種
苗
店

【
石　

越
】

・
㈲
丸
幸

【
南　

方
】

・
㈲
永
浦
住
建

・
高
橋
新
聞
店

【
津　

山
】

・
㈲
日
野
製
材
所

・
㈱
鈴
亀
建
設

【
栗
原
市
】

・
㈲
大
日
機
械

　
◆
善
行
褒
賞

・
登
米
市
立
北
方
小
学
校
２
年

　
　
　
　
　
　

高　

橋　

賢　

斗

・
登
米
市
立
北
方
小
学
校
５
年

　
　
　
　
　
　

菅　

野　

暖　

斗

・
宮
城
県
立
迫
支
援
学
校
中
学
部
３
年

　
　
　
　
　
　

片　

倉　

瑶　

太

　

令
和
２
年
度
地
域
福
祉
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
表
彰
を
受
け
た

皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
等
を
考
慮
し
、

表
彰
式
典
は
、
中
止
と
い
た

し
ま
し
た
。

地域福祉の向上
　　 発展に貢献
地域福祉の向上
　　 発展に貢献令
和
２
年
度

　
　

地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

令
和
２
年
度

　
　

地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

お

めで
とうございます

《
作
文
》

■
小
学
校
低
学
年
の
部

優　

秀　

賞

　

・
登
米
小
学
校
２
年　

櫻　

井　

陽　

太

■
小
学
校
高
学
年
の
部

最 

優 

秀 

賞

　

・
石
越
小
学
校
６
年　

佐　

藤　

幸
思
朗

優　

秀　

賞 

　

・
石
越
小
学
校
４
年　

千　

葉　
　
　

昊

佳　
　
　

作

　

・
東
郷
小
学
校
４
年　

鈴　

木　

美
紗
姫

■
中
学
校
の
部

最 

優 

秀 

賞

　

・
中
田
中
学
校
２
年　

及　

川　

凛　

奈

優　

秀　

賞 

　

・
中
田
中
学
校
２
年　

邊　

見　

友　

輝

　

・
中
田
中
学
校
２
年　

佐　

藤　

慎　

礼

佳　
　
　

作

　

・
中
田
中
学
校
３
年　

八
乙
女　

春　

花

　

・
米
山
中
学
校
２
年　

山　

本　

龍　

和

《
標
語
》

■
小
学
校
の
部

最 

優 

秀 

賞

　

・
加
賀
野
小
学
校
５
年　

吉　

村　

晴　

翔

優　

秀　

賞

　

・
佐
沼
小
学
校
３
年　

熱　

海　

光
志
朗

　

・
米
川
小
学
校
２
年　

及　

川　

琉　

斗

佳　
　
　

作 

　

・
登
米
小
学
校
２
年　

佐
々
木　

優　

羽

　

・
米
川
小
学
校
２
年　

青　

山　

昂　

誠

■
中
学
校
の
部

最 

優 

秀 

賞 

　

・
南
方
中
学
校
２
年　

倉　

繁　

美　

海

優　

秀　

賞

　

・
米
山
中
学
校
１
年　

岡　

崎　

優　

香

　

・
南
方
中
学
校
２
年　

佐
々
木　

琉　

偉

佳　
　
　

作

　

・
米
山
中
学
校
１
年　

奥　

山　

弘　

祐

　

・
津
山
中
学
校
１
年　

大　

森　

晴　

仁

《
ポ
ス
タ
ー
》

■
小
学
校
の
部

最 

優 

秀 

賞

　

・
東
郷
小
学
校
４
年　

千　

葉　

美　

郁

優　

秀　

賞

　

・
佐
沼
小
学
校
４
年　

鈴　

木　

有　

那

　

・
南
方
小
学
校
１
年　

大
久
保　

星　

那

佳　
　
　

作 

　

・
佐
沼
小
学
校
５
年　

熊　

谷　

璃　

緒

　

・
登
米
小
学
校
２
年　

平　
　
　

壮　

汰

■
中
学
校
の
部

最 

優 

秀 

賞 

　

・
東
和
中
学
校
３
年　

後　

藤　

玲　

奈

優　

秀　

賞

　

・
登
米
中
学
校
３
年　

猪　

股　

海　

莉

　

・
登
米
中
学
校
３
年　

木　

村　

あ
ず
さ

佳　
　
　

作

　

・
登
米
中
学
校
３
年　

小　

川　
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菜

　

・
東
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中
学
校
３
年　

上　

野　
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恋

《
書
道
》

■
小
学
校
低
学
年
の
部

最 

優 

秀 

賞
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沼
小
学
校
３
年　

佐
々
木　
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乃

優　

秀　

賞

　

・
加
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小
学
校
２
年　

坂　

井　

悠　

恭

　

・
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方
小
学
校
３
年　
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葉　

虹　

和

佳　
　
　

作 

　

・
米
谷
小
学
校
２
年　

千　
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乃

　

・
米
川
小
学
校
１
年　

須　

藤　
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帆

■
小
学
校
高
学
年
の
部

最 

優 

秀 

賞 

　

・
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谷
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学
校
４
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賞

　

・
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仁

　

・
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・
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最 
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里
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楠
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校
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作
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校
３
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翔
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今
年
度
も
市
内
の
小
・
中
学
生

を
対
象
に
し
た
「
令
和
２
年
度
福

祉
ふ
れ
あ
い
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
１
，
０
４
０

点
も
の
作
品
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
２
月
１４
日
に

開
催
予
定
で
あ
っ
た
「
登
米
市
地

域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
席
上
に

お
い
て
表
彰
式
を
行
う
予
定
で
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
考
慮
し
、
表
彰
式

典
は
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

各
部
門
に
お
か
れ
ま
し
て
、
入

選
さ
れ
た
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

福祉ふれあい作品
コンクール入賞者表彰
福祉ふれあい作品
コンクール入賞者表彰
福祉ふれあい作品
コンクール入賞者表彰
福祉ふれあい作品
コンクール入賞者表彰
福祉ふれあい作品
コンクール入賞者表彰

『
ぼ
く
の
ス
ー
パ
ー
お
ん
ち
ゃ
ん
』

『
我
が
家
の
ス
ー
パ
ー
マ
ン
』

ぴ
い
ち
ゃ
ん
の

　

手
を
と
り
ぼ
く
が

　
　
　
　

つ
え
が
わ
り

食
卓
に

　
　

か
か
せ
ぬ
一
品

　
　
　

み
ん
な
の
笑
顔

▲本会遠藤会長が各学校にて表彰
を行わせていただきました。
(写真は中田中学校での表彰の様子）

入選された全て
の作品はホーム
ページからご覧
頂けます。
《登米市社協　
ホームページ》
http://www.-
tome-shakyo.jp/

お知らせ



４５

　

登
米
市
で
は
災
害
の
都
度
、
避
難
所
開
設
の
お
知
ら

せ
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
災
害
対
応
の
迅
速
化
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
を
図
る
こ
と
か
ら
、

災
害
の
種
類
に
応
じ
て
開
設
予
定
の
避
難
所
を
予
め
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
記
事
が
見
に
く
い
場
合
は
、
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で

読
み
取
る
か
、
登
米
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

平
成
２３
年
３
月
１１
日
、
午
後
２
時
４６
分
、

日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
中
に
衝
撃
が
走
り
ま

し
た
。
東
北
地
方
太
平
洋
沖
を
震
源
と
す
る

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
．０
の
大
地
震
が
発
生

し
、
死
者
１
９
，７
２
９
人
、
行
方
不
明
者

２
，５
９
９
人
、
負
傷
者
６
，２
３
３
人
（
令
和

２
年
３
月
１０
日
総
務
省
消
防
庁
発
表
）
の
人

的
被
害
が
あ
り
、
多
く
の
家
屋
等
が
全
壊

し
、
沿
岸
部
に
お
い
て
は
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

※
登
米
市
に
お
い
て
は
、
死
者
１０
人
、

　

行
方
不
明
者
３
人
、
負
傷
者
５２
人

　

未
曾
有
の
大
災
害
を
経
験
し
て
か
ら
１０
年

の
月
日
が
経
過
し
、
被
災
地
域
で
は
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
町
も
人
も
地
域

も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
登
米
市
に
お
い

て
は
一
時
、
６
，２
３
０
人
（
市
内
５
，６
９
０

人
、
市
外
５
４
０
人
）
の
方
々
が
避
難
し
、

避
難
所
や
仮
設
住
宅
、
災
害
公
営
住
宅
等
で

の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
未
だ
に
想
い
出

あ
る
場
所
で
の
生
活
に
戻
れ
な
い
方
も
い
ま

す
。

　

一
生
涯
消
え
る
こ
と
の
な
い
記
憶
と
し

て
、今
回
記
事
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

登
米
市
社
協
で
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
登
米
市
内
、
南
三

陸
町
、
気
仙
沼
市
等
へ
延
べ
５
，
０
０
０
人

以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
、
一
分
で

も
早
く
穏
や
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
励
み

ま
し
た
。

　

今
で
は
落
ち
着
い
た
生
活
が
出
来
て
い
ま

す
が
、
あ
の
当
時
の
記
憶
は
残
っ
た
ま
ま
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
起
こ
り
得
る
災
害
に
つ
い

て
の
「
備
え
」
に
つ
い
て
も
振
り
返
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
１０
月
１２
日
〜
１３
日
に
か
け
て

強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま
日
本
に
上
陸
し

た
台
風
１９
号
に
よ
る
被
害
も
甚
大
で
あ

り
、
登
米
市
で
は
東
和
町
、
津
山
町
の
一

部
地
域
に
お
い
て
河
川
の
氾
濫
等
に
よ
る

浸
水
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
で
は
日
本
全
国
ど
こ
に
い
て
も
災
害

に
遭
う
危
険
性
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
常
日
頃
か
ら
の
「
備
え
」

が
大
切
で
す
。
今
一
度
見
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
１０
年
が
経
っ
て

東
日
本
大
震
災
か
ら
１０
年
が
経
っ
て

万
が
一
に
備
え
て

万
が
一
に
備
え
て

「あの日を忘れない」「あの日を忘れない」「あの日を忘れない」
「備えあれば憂いなし」「備えあれば憂いなし」「備えあれば憂いなし」

▲市内での被害状況①

▲市内での被害状況②

資料：内閣府大臣官房政府広報室

資料：総務省消防庁

登米市洪水ハザードマップ

見たことあり
ますか？

▲津山町横山での物品配布 ▲心を込めて、南三陸町へ ▲市内でのボランティア活動

▲仮設住宅支援「あがらっしぇ」 ▲地元高校生による支援

備蓄品は大丈夫
ですか？

警戒レベルの意味を
ご存知でしたか？

レベル３～４は
危険が押し迫っ
ています！

レベル３～４は
危険が押し迫っ
ています！
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令和２年度共同募金運動 報告
登米市募金総額 19,388,284円

お寄せいただいた募金は、地域の福祉活動を支える貴重な財源として役立てられます。　　　
配分計画により、約70％が登米市を良くするために、30％は県内の広域的な課題を解決するための
活動(県域配分)に使われます。

　赤い羽根共同募金は、地域の福祉課題に向
けた支援活動等への助成や、災害･被災地支
援等も行っています。詳しい情報は、
宮城県共同募金会／中央共同募金会のホーム
ページをご覧ください。

ご協力ありがとうございました

登米市社会福祉協議会歳末配分事業として「地域ささえあい事業」に使われます。(通年事業)
(1)生活困窮者支援金事業　　　(2)地域歳末支援金事業　　(3)子育て支援金事業
(4)災害等支援金事業　　　　　(5)フードバンク事業　　　(6)その他の経費

令和３年度事業に配分されます。

令和２年度事業に配分されました。

令和元年度の赤い羽根募金の使いみち

詳しい内容は各支所だよりでお知らせしています。
〔赤い羽根募金が使われている主な事業〕

・高齢者趣味活動支援事業
・心身障害児者交流事業
・ボランティア協力校指定事業(市内小･中･高等学校)
・福祉ふれあい作品コンクール
・町内会テント支給事業
・ボランティア活動育成事業
・ライフアップ／スキルアップ講座 
・Ｊボラ体験隊　ほか

　新型コロナウイルスの感染拡大が長期化するなか、共同募金運動にも大きく影響された
令和２年でしたが、皆さまから温かいお気持ちが寄せられました。感謝申し上げます。

児童・青少年福祉活動事業

福祉育成・援助活動事業

ボランティア活動育成事業

3,748,000円

5,145,000円

2,894,000円

510,000円
693,000円 〈活動紹介〉

※住民力･地域力･福祉力を高める支援事業

・安全生活支援事業テント配分
・住民力･地域力･福祉力を高める支援事業
（多様な生活課題や地域の課題解決に役立つ事業）

13件
16件

多世代交流 ( 自然観察 )
▲石越町海上連集落振興会

https：//www.akaihane.or.jp

令和２年度登米市共同募金委員会事務費　 　 529,159円
令和２年度登米市社会福祉協議会事業費　11,787,000円として

市町村域配分

として県域配分
令和２年度登米市内の町内会/
　団体等へ1,203,000円

赤い羽根共同募金　　 19,143,387円

歳末たすけあい募金　　　 244,897円

登米市視聴覚センター
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令和２年度共同募金運動 報告
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配分計画により、約70％が登米市を良くするために、30％は県内の広域的な課題を解決するための
活動(県域配分)に使われます。
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ご協力ありがとうございました

登米市社会福祉協議会歳末配分事業として「地域ささえあい事業」に使われます。(通年事業)
(1)生活困窮者支援金事業　　　(2)地域歳末支援金事業　　(3)子育て支援金事業
(4)災害等支援金事業　　　　　(5)フードバンク事業　　　(6)その他の経費

令和３年度事業に配分されます。

令和２年度事業に配分されました。

令和元年度の赤い羽根募金の使いみち

詳しい内容は各支所だよりでお知らせしています。
〔赤い羽根募金が使われている主な事業〕

・高齢者趣味活動支援事業
・心身障害児者交流事業
・ボランティア協力校指定事業(市内小･中･高等学校)
・福祉ふれあい作品コンクール
・町内会テント支給事業
・ボランティア活動育成事業
・ライフアップ／スキルアップ講座 
・Ｊボラ体験隊　ほか

　新型コロナウイルスの感染拡大が長期化するなか、共同募金運動にも大きく影響された
令和２年でしたが、皆さまから温かいお気持ちが寄せられました。感謝申し上げます。

児童・青少年福祉活動事業

福祉育成・援助活動事業

ボランティア活動育成事業

3,748,000円

5,145,000円

2,894,000円

510,000円
693,000円 〈活動紹介〉

※住民力･地域力･福祉力を高める支援事業

・安全生活支援事業テント配分
・住民力･地域力･福祉力を高める支援事業
（多様な生活課題や地域の課題解決に役立つ事業）

13件
16件

多世代交流 ( 自然観察 )
▲石越町海上連集落振興会

https：//www.akaihane.or.jp

令和２年度登米市共同募金委員会事務費　 　 529,159円
令和２年度登米市社会福祉協議会事業費　11,787,000円として

市町村域配分

として県域配分
令和２年度登米市内の町内会/
　団体等へ1,203,000円
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歳末たすけあい募金　　　 244,897円

登米市視聴覚センター
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登米市社協 地域密着型通所介護
（デイサービス）

中田デイサービスセンター

【ご利用条件】 詳しくは下記までご連絡願います。
※登米市内にお住まいの要介護認定を受けている方が対象です。

　「中田デイサービスセンター」は、少人数（利用定
員15名）で地域に根ざしたデイサービスとして、こ
れまで以上に皆様に愛される事業所を目指して、職員
一同頑張ります。（令和３年１月「地域密着型」へ移行）

東和デイサービスセンター
　「東和デイサービスセンター」では、健康維持のた
め運動を取り入れたレクリエーションの他、季節ごと
の献立や行事、ボランティアさんとの交流も充実して
います。地域還元事業として、レクリエーション用具
の貸し出しや出前講座なども行っていますので、ぜひ
ご相談ください。(平成31年1月「地域密着型」へ移行)

昼食代：1食300円
食事はすべて手作りです。栄養面でも力を
入れており、とても喜ばれています♪

○中田デイサービスセンター
【お問い合わせ】

【昼食のご紹介】

営業日：日・月・火・水・木・金
　　　　９：３０～１７：００
電 話：0220-34-2030（中田老人福祉センター内）

○東和デイサービスセンター
【お問い合わせ】

営業日：月・火・水・木・金・土
　　　　９：３０～１７：００
電 話：0220-44-4836（東和地域福祉センター内）

○ご利用時間など、ご本人、ご家庭の状況に応じて、ご相談ください！
○無料体験利用（送迎、食事、入浴あり）実施中‼

【デイサービスについて】

　新たに子どもが生まれた世帯に対し、子育ての一助となるよう子育て支援金を贈呈しています。
　申請書は乳児検診で配布される他、社協各支所にてお配りしております。１歳の誕生日以降に
申請書を最寄りの社協へ提出してください。（FAXでは受け付けできません。）

地域ささえあい事業（子育て支援金）の申請を忘れずに おしらせ

▲男前ダンベル体操で筋力UP！（中田デイ）

▲ボランティアによる紙芝居(東和デイ)

平成３１年４月１日以降生まれで満１歳の誕生日を迎えた世帯であり、登米市に住所を有し６ケ月
経過した世帯。※満２歳の誕生日前日までは申請できます。（２歳の誕生日を過ぎると申請はでき
ません）
子ども1人につき５,０００円（１子につき１回限りです。）
対象となるお子さんの住民票（筆頭者の記載が必要です。）※お子さん以外の住民票は不要です。
印鑑（シャチハタ不可。） 受領に来る方の運転免許証等

対　　　象：

支　援　金：
必要なもの：

今日の紙芝居は
どんなお話かな～♪

ご寄付の紹介

【迫支所】
・田　村　久　弥　様
・迫観光タクシー従業員一同　様
・匿　名
・匿　名
・佐沼婦人会　様
【東和支所】　
・首　藤　和　哉　様
・沼　倉　正一郎　様
・匿　名

【中田支所】
・匿　名
【石越支所】
・金野商会　会長　金野　達朗　様
・匿　名
・匿　名
【南方支所】
・南小七年会　様
・匿　名

10,000円
15,000円
2,100円
7,995円
10,000円

8,400円
2,000円
10,000円

15,000円

5,000円
15,000円
3,000円

13,503円
50,000円

【迫支所】
・星　　　良　子　様
・阿　部　英　子　様
・ダイトウ電器　代表　佐藤　琢　様

・匿　名
・匿　名
・匿　名

・匿　名
・匿　名
【登米支所】
・菅　原　みゑ子　様
・匿　名
【東和支所】
・匿　名
【中田支所】
・塚　本　國　夫　様
・佐　藤　米　子　様
【豊里支所】
・今　野　良　子　様
・永　谷　光　廣　様
・二ツ屋老人クラブ禄寿会　様
【米山支所】
・鈴　木　信　子　様

【石越支所】
・千　葉　丈　夫　様
・新　妻　市　朗　様
・工　藤　武　志　様
・菅　原　利　行　様
・浜　田　日出子　様
【南方支所】
・伊　藤　恵　子　様
・匿　名

【本部】　　　
・渡　辺　広　紀　様
・小野寺　克　明　様
・匿　名

・各支所に寄せられたプルタブを換金し、善意銀行預託金
として取り扱いいたしましたのでお知らせします。
総重量　640㎏　　換金額　28,767円

・沖縄県　奥本　弘文・札生　様
・コンピューターネットワーク㈱　様
・白　鳥　　　卓　様

タオル50枚
タオル21枚

書き損じはがき50円/50枚、63円切手/16枚
52円切手/40枚、62円切手/37枚

玄米60㎏
タオル120本、下着21枚、洋服10着
書き損じはがき1枚、84円切手3枚

120円切手1枚
白菜35ヶ

未使用はがき7枚

お茶100ｇ×6袋
ボールペン650本

紙パンツ6袋、尿取りパット3袋

しめ縄
タオル100枚

子ども用食事椅子1脚
パジャマ1組、肌着3袋

正月玄関飾り

リハビリパンツ1袋

大根30㎏
かぼちゃ6個
タオル22枚
門松1対
大根20本

タオル10枚、お茶15袋
大人用オムツ(パンツタイプ6袋)
大人用オムツ(テープ式12袋)

うす型パンツ7パック
尿取りパット25袋、オムツ16袋
100,000円(中田町マロニエ会へ)

100,000円
20,000円
2,100円

～あたたかい善意　ありがとうございました～

【迫支所】
・田　村　久　弥　様
・税理士法人石田会計　様

【豊里支所】
・エスファクトリー東北㈱　様1口

2口
1口

特別会員の紹介

令和２年１２月６日～令和３年３月５日まで

～ご協力ありがとうございました～
令和２年１２月６日～令和３年３月５日まで

★寄付金

★地域ささえあい事業預託

★プルタブ募金

★東日本大震災義援金

地域密着型とは…利用定員が18名以下で小規模な通所介護のことを言います。

新

89



登米市社協 地域密着型通所介護
（デイサービス）

中田デイサービスセンター

【ご利用条件】 詳しくは下記までご連絡願います。
※登米市内にお住まいの要介護認定を受けている方が対象です。

　「中田デイサービスセンター」は、少人数（利用定
員15名）で地域に根ざしたデイサービスとして、こ
れまで以上に皆様に愛される事業所を目指して、職員
一同頑張ります。（令和３年１月「地域密着型」へ移行）

東和デイサービスセンター
　「東和デイサービスセンター」では、健康維持のた
め運動を取り入れたレクリエーションの他、季節ごと
の献立や行事、ボランティアさんとの交流も充実して
います。地域還元事業として、レクリエーション用具
の貸し出しや出前講座なども行っていますので、ぜひ
ご相談ください。(平成31年1月「地域密着型」へ移行)

昼食代：1食300円
食事はすべて手作りです。栄養面でも力を
入れており、とても喜ばれています♪

○中田デイサービスセンター
【お問い合わせ】

【昼食のご紹介】

営業日：日・月・火・水・木・金
　　　　９：３０～１７：００
電 話：0220-34-2030（中田老人福祉センター内）

○東和デイサービスセンター
【お問い合わせ】

営業日：月・火・水・木・金・土
　　　　９：３０～１７：００
電 話：0220-44-4836（東和地域福祉センター内）

○ご利用時間など、ご本人、ご家庭の状況に応じて、ご相談ください！
○無料体験利用（送迎、食事、入浴あり）実施中‼

【デイサービスについて】

　新たに子どもが生まれた世帯に対し、子育ての一助となるよう子育て支援金を贈呈しています。
　申請書は乳児検診で配布される他、社協各支所にてお配りしております。１歳の誕生日以降に
申請書を最寄りの社協へ提出してください。（FAXでは受け付けできません。）

地域ささえあい事業（子育て支援金）の申請を忘れずに おしらせ

▲男前ダンベル体操で筋力UP！（中田デイ）

▲ボランティアによる紙芝居(東和デイ)

平成３１年４月１日以降生まれで満１歳の誕生日を迎えた世帯であり、登米市に住所を有し６ケ月
経過した世帯。※満２歳の誕生日前日までは申請できます。（２歳の誕生日を過ぎると申請はでき
ません）
子ども1人につき５,０００円（１子につき１回限りです。）
対象となるお子さんの住民票（筆頭者の記載が必要です。）※お子さん以外の住民票は不要です。
印鑑（シャチハタ不可。） 受領に来る方の運転免許証等

対　　　象：

支　援　金：
必要なもの：

今日の紙芝居は
どんなお話かな～♪

ご寄付の紹介
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・沼　倉　正一郎　様
・匿　名

【中田支所】
・匿　名
【石越支所】
・金野商会　会長　金野　達朗　様
・匿　名
・匿　名
【南方支所】
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【南方支所】
・伊　藤　恵　子　様
・匿　名

【本部】　　　
・渡　辺　広　紀　様
・小野寺　克　明　様
・匿　名

・各支所に寄せられたプルタブを換金し、善意銀行預託金
として取り扱いいたしましたのでお知らせします。
総重量　640㎏　　換金額　28,767円

・沖縄県　奥本　弘文・札生　様
・コンピューターネットワーク㈱　様
・白　鳥　　　卓　様

タオル50枚
タオル21枚

書き損じはがき50円/50枚、63円切手/16枚
52円切手/40枚、62円切手/37枚

玄米60㎏
タオル120本、下着21枚、洋服10着
書き損じはがき1枚、84円切手3枚

120円切手1枚
白菜35ヶ

未使用はがき7枚

お茶100ｇ×6袋
ボールペン650本

紙パンツ6袋、尿取りパット3袋

しめ縄
タオル100枚

子ども用食事椅子1脚
パジャマ1組、肌着3袋

正月玄関飾り

リハビリパンツ1袋

大根30㎏
かぼちゃ6個
タオル22枚
門松1対
大根20本

タオル10枚、お茶15袋
大人用オムツ(パンツタイプ6袋)
大人用オムツ(テープ式12袋)

うす型パンツ7パック
尿取りパット25袋、オムツ16袋
100,000円(中田町マロニエ会へ)
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20,000円
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～あたたかい善意　ありがとうございました～

【迫支所】
・田　村　久　弥　様
・税理士法人石田会計　様

【豊里支所】
・エスファクトリー東北㈱　様1口

2口
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特別会員の紹介

令和２年１２月６日～令和３年３月５日まで

～ご協力ありがとうございました～
令和２年１２月６日～令和３年３月５日まで
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★地域ささえあい事業預託
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ひとりで悩んでいませんか？ひとりで悩んでいませんか？ひとりで悩んでいませんか？

13：30～15：30

10：00～12：00

9：30～11：30
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　４月１２日（月）・５月１０日（月）・６月１０日（木）

　４月１２日（月）・５月１０日（月）・６月１０日（木）

　４月１２日（月）・５月１０日（月）・６月１０日（木）

　４月１３日（火）・５月１１日（火）・６月　８日（火）

　４月１６日（金）・５月２１日（金）・６月１８日（金）

　４月１６日（金）・５月２１日（金）・６月１８日（金）

　４月２３日（金）・５月２８日（金）・６月２５日（金）

会　　場 時　間 開　　催　　日

各支所等
迫　支所 ℡０２２０（２２）３５３７ ／ 登米支所 ℡０２２０（５２）４８８９ ／ 東和支所 ℡０２２０（４５）２１３９
中田支所 ℡０２２０（３４）２０３０ ／ 豊里支所 ℡０２２５（７９）１１３５ ／ 米山支所 ℡０２２０（５５）２６４４
石越支所 ℡０２２８（３４）２５０１ ／ 南方支所 ℡０２２０（５８）５３０３ ／ 津山支所 ℡０２２５（６８）２１６１
登米地域福祉サポートセンター（まもりーぶ） ℡０２２０（２１）５３８０
米山地域包括支援センター（本所） ℡０２２０（２９）５８２１  ／ 南方地域包括支援センター（分室） ℡０２２０（５８）４３１１

介護保険サービス事業所
中田居宅介護支援事業所　　℡０２２０（３５）１２１８ ／ 米山居宅介護支援事業所　 ℡０２２０（５５）４０３０
石越居宅介護支援事業所　　℡０２２８（３５）５５７１
東和デイサービスセンター　℡０２２０（４４）４８３６ ／ 中田デイサービスセンター　℡０２２０（３４）２０３０
石越デイサービスセンター　℡０２２８（３５）５５７２ ／ 米山デイサービスセンター　℡０２２０（５５）５６１１
訪問介護事業所（ホームヘルプサービス）℡０２２０（５５）１０６５
認知症高齢者グループホームほほえみ　　℡０２２８（３５）５５７３
特別養護老人ホーム「風の路」　℡０２２８（３４）４１６５

障害福祉サービス事業所
ケアホーム「カーサにしき」　  ℡０２２０（２３）９６３２
豊里福祉作業所「工房なかま」  ℡０２２５（７６）１６０６
南方福祉作業所「あやめ園」　  ℡０２２０（５８）３３７４

【開 催 時 間】
午後１時３０分～午後４時３０分まで（１相談３０分）
※事前に予約が必要です。社協本部、または最寄りの社協各支所へ
　ご予約願います。

社会福祉協議会　お問い合わせ先一覧

４月２１日(水)
６月　３日(木)

開　催　日 会　　　　場

迫 老 人 福 祉 セ ン タ ー
中 田 保 健 福 祉 会 館

　登米市社会福祉協議会では、困りごと何でも相談（生活相談所）を毎月開設して
います。生活に関する不安や悩み、家庭内のトラブルや苦情問題など、お困りごとの相
談を受けております。まずはお気軽にご相談ください。（事前に電話等で相談内容をご連
絡いただきますと、スムーズな相談対応ができますので、社協各支所へご連絡ください。）

司法書士による法律相談司法書士による法律相談司法書士による法律相談
　宮城県司法書士会登米支部所属の司法書士によ
る、法律・相続・損害・家族問題・契約・土地境
界問題など、無料で相談に応じます。

法テラス南三陸による出張出前相談法テラス南三陸による出張出前相談法テラス南三陸による出張出前相談
【終了のお知らせ】

　法テラス南三陸では、市民の皆様に支えられて
営業を続けてまいりましたが諸般の事情により、
今年度をもちまして業務を終了いたします。
　皆様の長年にわたるご厚誼に心から感謝申し上
げますとともに、皆様の今後ますますのご健勝を
お祈り申し上げます。

東 和 支 所

迫 支 所

米 山 支 所

石 越 支 所

南 方 支 所

豊 里 支 所

登 米 支 所

中 田 支 所

津 山 支 所

【社協本部】
TEL：０２２０（２１）６３１０
FAX：０２２０（２１）６３２０

迫老人福祉
センター
（社協本部）

迫風園迫支援学校

瀬峰方面 遠藤商店

佐沼警察署

登米市役所
迫総合支所

登米村田
製作所ファミリー

マート

利用援助サービス 登米地域福祉
サポートセンター

「まもりーぶ登米 」
　自分に必要なサービスを選んだり、利用する
ためのサービスの契約を結んだり、利用料の支
払いを一人ではできない（自信がない）人のお
手伝いをすることが「まもりーぶ」の業務と
なっています。
※認知症、知的・精神障がいのある方が対象です。

●福祉サービス利用に関するご相談や情報提
供、申込をお手伝いします。
●いろいろな書類や郵便物を確認し、必要な
手続きを一緒にお手伝いします。
●福祉サービスについて苦情（いやなことや
困ったこと）、解決のお手伝いをします。

日常的な金銭管理のお手伝い
●通帳をお預かりし、家賃や公共料金等の支
払いをお手伝いします。
●生活に必要な預貯金を計画的に払い戻して 
お届けします。
●各種年金や福祉手当等の受け取りを確認し
ます。

通帳、書類などのお預かり
●通帳や実印、証書等、 大切な書類を契約し
ている金融機関の貸金庫に保管します。

○施設入所や入院に伴う身元引受人や保証人
になること。
○自宅の処分や賃貸住宅の解約。
○外出の付き添いや買い物に行くこと。
○債務の整理をすること。
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相談から利用開始まで

または、お近くの社協各支所まで
ご相談ください。

【まもりーぶ直通】
TEL 0220-21-5380

【社協本部】
TEL 0220-21-6310 

おしらせ

■基本料金とお預かり料金は毎月かかり
ます。

■サービス料金と旅費は申請により、生
活保護世帯は全額免除、市民税非課税
者は半額免除になる場合があります。

◆本人に利用意思があることが
大前提です。
　（周りが必要と思っても、本人
に利用意思がなければ契約は
結べません。）
◆有料サービスであることの理
解が必要です。
◆相談から契約まで、１ヵ月半
から２ヵ月ほどかかります。

（利用判定会議において契約不可
となる場合もあります。）

※利用判定会議に
おいて、判断が出
来ない場合は、宮
城県社会福祉協議
会が開催する、契
約締結審査会で契
約の可否を判断し
ます。

基 本 料 金

サ ー ビ ス 料 金

お預かりサービス
（貸 金 庫 ご 利 用 者）

サービス提供に
係る旅費

１ヶ月／７００円

３０分／５００円

１ヶ月／３００円

お手伝いのための
走行距離に応じた料金

「まもりーぶ」は、「守（まも）る」
と「ビリーブ（信じる・信頼）」
を組み合わせた みやぎ独自の
愛称です。

長い間、法テラス
南三陸をご利用い
ただき、ありがとう
ございました。

お手伝いできないことお手伝いできないことお手伝いできないこと
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ご相談ください。
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今年度は自然災害やコロナウイルスによる影響で休校や活動自粛
など心労が絶えませんでしたね。それを忘れさせるような、麗らかな春の日差し
が心地よい今日このごろ、皆さま、お変わりございませんか？私は体がついてい
けず、まだ冬眠状態ですが、時折の春の日差しを浴びて目覚めようとしています
（笑）今年度もご愛読いただきありがとうございました。（千葉弘）
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http://www.tome-shakyo.jp/
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▲踊りでつながる皆さんとの絆 ▲地域に笑顔と元気をお届けします

　「チャイルドシート無償譲渡事業」を通じ、チャイ
ルドシートを譲り受けた方より寄せられたメッセー
ジをご紹介します！

　『おかげさまで、無事に里
帰りをすることができまし
た。空港からの帰りにさっ
そく使わせていただきまし
た。とても立派なもので、大
切に使わせていただきたい
と思います。』

善意から生まれた笑顔☆彡
　登米市社協のマスコットキャ
ラクター「ふくまる」の着ぐるみ
が完成しましたので報告いたし
ます。
　令和３年度から事業等で使用
できるように、只今、取扱説明書
等を作成しておりますので、広
く皆さまにお披露目になるのは
４月以降になると思います。
　ぜひ、地域の行事に呼んでい
ただければと思いますので、よ
ろしくお願いいたします。
　詳しくは、ホームページ、
Facebook等でもお知らせして
いきたいと思いますので、ご覧
ください。

登米市社協『ふくまる』デビューします！

▲石越町出身で現在は奈良県にお住まいの梶尾 怜様より
　メッセージをいただきました。（写真は長男の欣平くんです☆）

『美味しかったよ♪　サバ缶のスペイン風オムレツ』
　昨年２月、私の地区で開催された「地域はつらつ教室」
の様子をご紹介したいと思います。まさかその後、４月に
国内で緊急事態宣言が発令されるとは思いませんでした。
　今振り返ると、コロナ禍に翻弄される１年でした。当日
は、保健師さん、栄養士さん、社協の方にお越し頂き、地

区から１３名に参加して頂きました。「笑顔で健康に生きるには～みんなで語
ろう健康の秘訣～」について講話を頂き、タオルを使用し、いきいき体操とめ
「３６５のマーチ」に合わせて身体を温める事が出来ました。その後、皆さん
が毎回楽しみにしていた試食（サバ缶のスペイン風オムレツ）を手際よく調理
しました。炊き立てのご飯、具沢山にし減塩した豚汁、日本に居ながらサバ缶
で手軽に作れるスペイン風オムレツを試食し、とても美味しかったです。
　先日、福島県沖震度６強の地震がありました。今月で東日本大震災から１０
年目になります。大変なご時世ですが心と体を元気に皆さんで過ごしましょう。

（中田町 千葉　孝一）

　私たち翔乃流「笑楽の会」は、市内の様々な行事などで舞踊をとおして皆さんに笑顔と元気を届ける活動
を６名のメンバーで行っています。
　地域にお招きいただき、皆さんとの交流や踊りを楽しんでいただけること、感謝の言葉をいただけること
が私たちにとって何よりの喜びであり生きがいにもなっています。
　今はまだ新型コロナの影響もあり、直接お会いできる機会も少なくなっていますが、私たちの踊りで地域
の皆さんに元気や笑顔をお届けできる日を楽しみにしています。

ご紹介しますご紹介します！ご紹介します！ご紹介します！

この広報には皆様の会費と赤い羽根共同募金
配分金の一部が使われております。
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翔乃流『笑楽の会』
　　　　　　（津山）

えんらく

▲真剣に調理自習しているね☆

▲皆でいきいき体操～！

えんらく
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